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 ベトナム フエ市での 
水上カフェプロジェクト実施報告 
― アート・スペース Then Cafeを中心に― 
東方 悠平† 
 
Project Report of “Coffee Float/TENGUBUCKS Cafe in Hue” 
Focusing on the Art Space ‘Then Cafe’ in Hue, Vietnam 
Yuhei HIGASHIKATA† 
 
ABSTRACT 
  ‘Then Cafe’ is an important artist-run space in Hue, Vietnam. As a central hub, it connects many artists, 
cultural activists and the public. The author worked with the staff of ‘Then Cafe’ for the participatory project 
“Coffee Float/TENGUBUCKS Cafe in Hue”which was held in march 2019. This paper reports one 
practice of the Artist in Residency program and recent social situation in Vietnam from the point of view of 
one artist. 
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1. はじめに 
 アーティスト・イン・レジデンスとは、アー
ティストなど広義のクリエーターが、一定期間、
特定の場所で創作活動やリサーチを行ったり、
地域と関わったりする仕組みである。このこと
によるアーティストにとっての利点は、日常の
生活や制作場所から離れ、文脈の異なる場所に
滞在したり地域の人たちと交流したりすること
で、新しい刺激や創作につながるアイデアを得
ることができるということだ。また地域にとっ
ては、クリエイティブな活動を行うよそ者を迎
え交流することで、異なる価値観や考え方に触
れる機会となる。 
 本稿では、ベトナム社会主義共和国(以下ベト
ナムという)はフエ市(以下フエという)にあるアー
ト・スペースThen Cafeより招へいを受けた筆者が、
2019年2月から3月にかけておよそ1ヶ月間のアー
ティスト・イン・レジデンスプログラムに参加
して実施したプロジェクト《コーヒーフロート/ 
TENGUBUCKS Cafe in Hue》の実施報告を行う。
結果としてプロジェクトは、現在のフエを中心
としたベトナムの文化・社会状況を主観的に反
映したものとなった。また、活動を通して、社
会主義体制下での市場経済活動や、ベトナム共
産党による一党独裁体制と文化との関係などが
複雑に絡み合う状況下で、若いアーティストや
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文化活動従事者らが国内外で有機的に繋がりサ
ヴァイヴァルしていくことで、連帯・発展して
いくことの可能性を感じることができた。 
2. 社会主義市場経済 
 2.1 労働・資本 
 2018年にIMFが発表した世界の実質GDP成長率
では、ベトナムは世界で12位(7.08%)と高い成長
率を誇っている。近年は韓国、日本、シンガポ
ール、中国などから外資系製造業が多く参入し
ている。また、食べ物や芸能なども注目を浴び
ており、観光地としての人気もある。ベトナム
の文化・スポーツ観光省の発表によると、訪越
観光客は毎年10%以上増加し続けている。日本か
らも、2018年には年間80万人以上の観光客が訪れ
ている。 
 一方、対外的な明るいイメージのせいで忘れ
がちになってしまうのが、現在もベトナムはベ
トナム共産党の一党独裁体制による社会主義の
国であるという現実である。ベトナム建国の父
であるホー・チ・ミン(1890-1969)の姿は、街中の
プロパガンダ風ポスター(図1・図2)や紙幣(図3)で
も見ることができる。紙幣に印刷されるものに
は、その国の特徴や状況を示すものが選ばれる
ことが多い。現在、ベトナムには公式には11種類
の紙幣が流通しており、全てにホー・チ・ミン
の姿が刷られている。一方の日本では、2024年度
から、一万円札紙幣の図柄に近代資本主義の父
である実業家の渋沢栄一(1840-1931)の姿が刷られ
ることが、発表された。 
 ベトナムは社会主義国家であるが、前述した
ように経済活動は活発である。1986年から始まっ
たドイモイ(刷新)路線により、市場原理の導入が
進んでいる。具体的には、対外開放が行われた
り、私有財産を認めたりするような変化が起こ
った。中国と同様に、現在は社会主義市場経済
下で、規制と自由とが混在する中をさまざまな
矛盾を飲み込みながら発展を続けている。1975年
にいわゆるベトナム戦争が終結し、社会主義国
として独立してからまだ40数年であるが、その間
に労働や資本という言葉の持つ意味が、時局ご
とにさまざま変化してきたことが想像される。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 日常に溶け込むプロパガンダ風の看板 
 
 
 
 
図 3 ホー・チ・ミンの顔が描かれた紙幣 
 
 
 
 
図 2 交差点に立つプロパガンダ風の看板 
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 2.2 監視、検閲 
 現在でも、ベトナム政府による国民の生活へ
の監視、検閲が存在していることは広く認めら
れている。大塚(2019)によると、2019年には環境
問題の活動家が逮捕され、その対象が、人権活
動家や反政府運動家以外にも広がりつつあるこ
とが示されているという。アートを含む文化活
動についても同様で、2016年にベトナムはハノイ
の非営利団体サン・アートを訪ねたエグリント
ンみか(2017)は、レポート内でベトナムでの検閲
について以下のように述べている。 
 
  共産党政府の批判をすると制裁を受けるた
め、新聞やテレビなどの主流メディアが国
民に真実を伝えることができないこの国で
は、作品を発表したり、五人以上が集うイ
ベントを実施する前に、過去40年間ほど刷
新されない旧態依然とした芸術概念とカテ
ゴリーに従って文化局の許可を得る形での
公的な検閲を経なくてはならない。公的な
検閲に伴う自己検閲を常に意識せざるを得
ないアーティストたちは、現在も根強い監
視下に置かれている 
 
 今回の滞在中には、実際にベトナム国旗をモ
チーフにした店舗のデザインに対して、当局か
ら指導が入り、変更を余儀なくされた事例を聞
いた。実際に起こっている、アートをはじめと
する表現活動などへの制限が、現実のベトナム
社会における抑圧や理不尽さの表出のほんの一
部だと考えると、一見明るく自由に活気付いて
見えるベトナム社会の未来も、楽観できるもの
ではない。それは、あいちトリエンナーレ2019で、
表現の自由と検閲の問題が大きく取り沙汰され
た日本の現状と重ねて見ることもできる。 
3.フエをめぐって 
 3.1 ハノイ、ホーチミンとの比較 
 今回のプロジェクトを実施したThen Cafeの所在
するフエは、トゥアティエン＝フエ省の省都で
ある。グエン王朝時代の古都であり、現在は人
口35万人ほどの観光と文教の街である。政治、文
化の中心であり、人口750万人を超える北部の首
都ハノイや、経済の中心としてベトナム最大の
人口800万人以上を擁する南部のホーチミンと比
べると、規模はかなり小さく、ゆったりとした
時間が流れているように見える。同じく中部に
は、ハノイ、ホーチミン同様に中央直轄市とし
て人口100万人を超えるダナンがあり、共に中部
を代表する都市として栄えている(図4)。フエの
街には国立のフエ大学を構成する教育機関が多
くあり、周囲の農村から進学や就職のために移
り住んでくる若者も多い。    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 3.2 交通 
 フエは、ハノイやホーチミンほどの大都会で
はないが、朝夕の交通ラッシュの際には道が車
両で埋まり、街の活力が感じられる。四輪自動
車はまだそれほど普及しておらず、一般の市民
はオートバイを日常的な移動手段として使用し
ている(図5)。 
 
 
図 4 中部に位置するフエ市 
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 3.3 水路 
 旧市街と新市街を分けるように流れるフォン
川や、グエン朝の王宮を囲む掘や運河など、フ
エの街は水と緑で溢れている。河岸や橋の下な
ど、誰の所有物なのかわからない曖昧なスペー
スで寝ている人、お茶を飲む人や釣りをする人、
洗濯物を干す人がいる(図6)。畑や船着場、屋台
などもある(図7)。水辺が生活に非常に近い存在
であることを感じる。誰のものでもない街のグ
レーゾーンを、市井の人たちがハッキングして
生活の一部として思い思いに使っている。 
 伊藤(2012)の報告によると、水路の多いフエに
は、かつてはそこで生活する水上生活者がいた
という。その多くが貧困状態にあり、戸籍が無
い、学校に行けない、などの問題を抱えていた。
近年は、水上生活者を陸上へ定住させる政策を
政府が進めている、とも述べている。1972年には
フエの人口のおよそ1割が水上生活をしていたと
のことだが、筆者が今回の滞在中に見た限りで
は、フエで水上生活者のものと思われる小舟な
どはほとんど見られなかった。一方で伊藤は、
先の報告の中で、水上生活者から経済的な意味
とは別の豊かさを感じたとも述べている。それ
は前述のように、人々が街のルールをハッキン
グし、創意工夫によって自分の生活にそれらを
組み込んでいくことや、そういった自由を許容
する街の雰囲気と関係しているのかもしれない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 水上生活には移動が伴うため、その実態を把
握することは難しい。近代化が進むにつれて、
管理のためにそういった住民を減らす動きは日
本でも同様にあった。横浜市中区にある日本水
上学園は、現在は児童福祉施設だが、1967年まで
は特に水上生活者の子供を対象にした学校であ
った。横浜では艀(はしけ)と呼ばれる水上輸送を
仕事にする多くの人たちが水上生活をしていた
時期もある。現在でも、水辺で不思議な係留船
や係留工作物を目にすることができ、その名残
が感じられる(図8)。 
 
 
 
 
図 6 はためく洗濯物 
 
 
 
 
図 7 釣り場を持つ家 
 
 
 
 
図 5 橋の上を走るオートバイ 
洗濯物 
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 3.4 カフェ文化 
 International Coffee Organisation が発表しているベ
トナムのコーヒー豆生産量は、2017年ではおよそ
177万トンと、ブラジルに次いで第2位である。フ
ランス統治時代にコーヒー豆の栽培が始まり、
現在では一般の人たちの生活に浸透している。
ベトナムの土地に適したロブスタ豆を主に栽培
しているため、苦味が強く、甘い練乳を加えた
ベトナムコーヒーが有名である。 
 街中には昔から続く地元の小さなカフェも多
い。公園の中にあるSửu Cafeは、朝6時から開い
ていて、高齢者をはじめ広い年齢層の人たちで
賑わっている。通称frog cafeと呼ばれ、地面に置
かれた小さな椅子とテーブルを自由に移動させ
て、蛙のような格好でコーヒーを楽しむ人たち
の姿が見られる(図8)。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 コーヒー以外の飲み物も充実した、若者向け
の洒落たカフェも増えている。Cộng Cà Phê(図9)
は、北ベトナム軍時代の物語をモチーフにイン
テリアをデザインしたりスタッフの制服をコー
ディネートしたりしていて、店内はSNS用に写真
を撮る若者が多い。また最近は、大手チェーン
店も出店してきており、スターバックスコーヒ
ーをモデルに、ハノイから始まったHighlands 
Coffee(図10)は、フエのみならずベトナム全土に
展開して多くの若者を集めている。スターバッ
クスコーヒーは、フエにはまだないが、ハノイ
やホーチミンなどの大都市にはすでに出店して
いて、他と比べると価格は高いが、若者や外国
人で賑わっている。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 8 中村橋付近にある係留物（横浜市） 
 
 
 
 
図 10 チェーン店の看板 
 
 
 
 
図 8 小さな椅子でコーヒーを飲む様子 
 
 
 
 
図 9 インテリアとして糸巻きが並ぶ壁面 
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 3.5 墓の街アンバン 
 ベトナムでは、仏教、カトリック、プロテス
タントなどさまざまな宗教が共存している。基
本的には、仏教に近い民間信仰のようなものを
信じている人が多い印象で、街中や路上、民家
の軒先などでは、仏像や祭壇風のものをよく見
かけた。自然物に神を見出す多神教的発想で、
日本人の宗教観に近いように感じた。3番目に信
者の多いベトナムの新興宗教であるカオダイ教
について吉田(2017) は、「儒教、道教、仏教、キ
リスト教、イスラームの五教の教えを土台とし、
孔子、老子、釈迦、観音菩薩、キリスト、ムハ
ンマド、李白、老子、ソクラテス、トルストイ、
ヴィクトル・ユーゴーなどを聖人や使徒と仰ぐ、
いかにもベトナムらしい宗教」という。こちら
も、クリスマスを楽しんだり、ハロウィンがコ
スプレイベントとして市民権を得たりしている
日本人の感覚と近いのかもしれない。 
 フエからオートバイで2時間ほどの距離にある
隣町のアンバンは、多様な宗教の豪華な墓が並
び、墓の街と呼ばれている。墓地を歩くとヘル
マネーと呼ばれる紙片が散らばっているのが目
につく。お札を模した紙で、燃やすことで死後
の世界で使うことができると信じられている。
筆者が見つけたものは、アメリカの100ドル札の
図案が印刷されていた(図11)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.Then Cafe 
 4.1 アーティスト・ラン・スペース 
 今回、全体のプロジェクトを企画したThen Cafe
は、その名の通りカフェ機能を持つアート・ス
ペースである。フエの旧市街エリアで大きな通
りに面しており、カフェやギャラリー、クリエ
ーターのためのスタジオなどを兼ねている。展
覧会やトークイベント、コンサートなどさまざ
まな文化イベントが行われている。カフェの利
用者も多く、地域の若いアーティストや一般の
人たちをつなぐハブとなっている(図12)。  
 2012年にアーティストのTuan Tran (1981-)によっ
て創設され、現在はNguyen Van DuyとTran Huu 
Phucの3名によって運営されている。それぞれフ
エ美術大学で学んだアーティストであり、作品
制作も行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.2 文化活動への制限 
 世界中のさまざまなアーティストと展覧会や
イベントを行っているThen Cafeだが、前述のよう
に日常的に警察による検閲を受け、常に監視の
対象にされているという。2018年9月に実施し
た’KURU CIRCUS: Transmissions tour 2018’は、イン
ドの音楽グループであるKURU CIRCUSを招へい
したステージパフォーマンスの企画であったが、
検閲を受けて中止になった。代表のTuan Tranから
の聞き取りによると、他のイベントとそれほど
違いがあったわけではないが、外国人アーティ
図 12 筆者によるトークベイント 2019年 3/17 
 
 
 
 
図 11 墓地のヘルマネ  ー
 
 
 
 
ベトナム フエ市での上カフェプロジェクト実施報告― アート・スペース Then Cafe を中心に―（東方） 
- 207 - 
ストを呼んだ場合には普段よりも厳しく制限さ
れることが多いとのことだった。 
 
 4.3 DASH Projectについて 
 筆者の実施したプロジェクトの大枠となった
のが、Then Cafe によるDASH Projectである。この
プロジェクトの一環として、筆者を含むアジア
のアーティストや、ベトナム国内の他の街から
招へいされたアーティストが、それぞれ活動を
行なった。。 
 ベトナムでは、国内の文化活動に対する助成
がほとんどない。そのため、海外の機関からの
助成が果たす役割は大きい。本プロジェクトは、
日本からは国際交流基金アジアセンターからの
助成を受けて実施された。 
 筆者の聞き取りによると、企画した代表のTuan 
Tranは、DASH Projectの大きな目的の一つに、ア
ートによって地域をより良くしていくことをあ
げている。近年アートは、より多様性を増し、
単なる美的表現のみでなく、人や社会がどうあ
るべきか考えることに適したメディアとして進
化してきている。一方で、一般の人たちにとっ
てはそのことが共有されているとは言い難い。
そこで、ベトナムの国内外から招へいされたア
ーティストたちが、地域の人たちと協働し、当
該の場所における社会的な文脈についてリサー
チし、実践活動を行う。DASH Projectは、そうい
った一連の活動を通して、招へいアーティスト
と地域の人たち、また地域の若いアーティスト
とが協働することで、美術館やギャラリーとは
別のはたらきで、前述のようなアートと地域の
可能性をひらいていこうとするもの、とのこと
であった。 
5. 《TENGUBUCKS Cafe in Hue》 
 DASH Projectの企画意図を受け、筆者は、地域
の人たちと協働し、水上に1日だけのカフェをつ
くるプロジェクトを実施した。2016年に筆者が神
戸で行ったプロジェクト《てんぐバックスカフ
ェin  Kobe》における文脈を踏襲するものである。
グローバリズムとキャピタリズムの象徴として、
大手コーヒーチェーン店のスターバックスコー
ヒーをモチーフとした。実施に際しては、簡易
的な印刷物と画像を制作し、SNSなどで広報を行
った(図13)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 5.1 プロジェクト実施場所 
 前述の通り、フエの街中はいたるところに川
や水路が通っている。特に中心部に位置する王
宮は、水の入った掘に囲まれている。一方で、
観光地でもあるため、一日中観光客や警察官が
歩き回っている。無用なトラブルを避けるため、
中心部から遠くない、手伝ってくれていた地域
の人の自宅裏にある沼のような場所で行うこと
にした。生活排水も流れ込んでいるが、部分的
に稲作も行われている不思議な共有スペースで
あった(図14)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 13 広報用のイメージ画像 
 
 
 
図 14 プロジェクト実施場所となった沼 
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 5.2 竹の足場 
 会場の周りは竹細工の工房が多く並ぶ地区で
あった。竹を乾燥させてから小さく切り分け、
加工して扇子を制作していた。工房から竹を購
入(図15)し、youtubeで参考動画をいくつか見なが
ら横に並べて縛っていった(図16)。つないだもの
を水に浮かべると、竹の本数不足と乾燥不足の
ために浮力が不足したが、プラスティックボト
ル(図17)やバナナの木を水中に入れて下から支え
ることで、人が載る浮力を得ることができた。
水上では、開放感や自由さと同時に浸水や揺れ
などの不安定さを感じ、そのこと自体が、現在
のベトナム社会で生活することの感覚とリンク
しているように思われた。竹のスペースの上に、
ベトナムの路上の飲食店などでよく使われてい
るプラスティック製の小さな椅子を配置した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 5.3 エプロン 
 カフェスタッフといえばエプロンのユニフォ
ームだが、市販品のエプロンはあまり多く見つ
からなかった。カフェでも大手チェーン店以外
は、それほどエプロンは使用していない。 
 ベトナムには、購入した布地を持ち込み、オ
ーダーメードで衣類などを作る習慣がまだ残っ
ている。そこで緑色の布をフエ市内のドンバ市
場で購入し、そのまま市場2階の縫製工房へ持ち
込み、スタッフ用のエプロンを3着つくってもら
った。(図18) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 15 竹を購入した工房 
 
 
 
図 17 水中に入れたプラスティックボトル 
 
 
 
図 16 紐で竹をつなぐ 
 
 
 
図 18 数日でエプロンが完成 
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 5.4 ターポリン幕の看板 
 街中では、プロパガンダ風のポスターや看板
をよく目にした。それらを参考にして、その典
型的な様式を利用し、労働者がコーヒーを持っ
ているイメージを作成した。その後、デザイン
についてThen Cafeのスタッフと検閲事例などを踏
まえて話し合い、ホー・チ・ミンの姿や赤い色、
国旗などの扱いについて変更を加えて最終的な
デザインを決定した。男性が左手に持つのがテ
イクアウト用のコーヒーで、右肩にはロープが
かかっている。女性は収穫したコーヒー豆を手
にしている(図19)。印刷店でターポリン幕へ印刷
し、店の看板とした。上部にはスローガンをベ
トナム語で入れた。「一杯のコーヒーで良き労
働を」と書かれている。 
 
 
 
 5.5 カフェスタッフ 
 地方都市ということもあり、英語話者が少な
く、リサーチや資材購入の際など、コミュニケ
ーションに苦労した。そのため、活動の初期か
らThen Cafeスタッフの他にも協力者を募り、外国
語大学で日本語を学ぶ学生が多く手伝ってくれ
ていた。プロジェクトイベント実施当日も、Then 
Cafeのスタッフがベトナムコーヒーを淹れ、学生
がカフェスタッフを演じてくれた(図20)。日本語
を学ぶ学生の多くが技能実習生として日本で働
くことを希望していた。 
 
 
 
 
 
 
 2019年3月16日、プロジェクトイベント実施当
日は、Then Cafeのスタッフがベトナムコーヒーを
淹れ、アート関係者やその友人、学生、地域の
人たちも集まり和やかな会となった(図19)。 
 
 
 
 
 
5.6 プロジェクト実施 
 2019年3月16日、プロジェクトイベント実施当
日は、アート関係者やその友人、学生、地域の
人たちも集まり、コーヒーを手に、水上に浮か
びながら談笑する和やかな会となった(図21)。
TENGUとは何なのか、水の上に浮かぶ意味はあ
るのか、などはあまり気にされていないようで、
参加者たちは、非日常的な状況を思い思いに楽
しんでいるようだった。本プロジェクトの重要
な部分である、現在の合理主義的な価値観から
見ると、非生産的でありナンセンスである、と
いう点が感覚的には共有されていたと思われる。
警察も見回りに来ていたが、特に問題にはなら
なかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 19 ターポリン幕のデザイン 
 
 
 
図 21 水上カフェ実施の様子 
 
 
 
図 20 カフェスタッフ集合写真 
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6. 連帯、発展の可能性 
 アーティスト・イン・レジデンスということ
で、およそ一ヶ月間の滞在制作を行った。短期
間であったため、モチーフの扱い方が表層的で
あったり一面的でったりする点はやむを得ない
が、フエの街に対してアーティストというよそ
者としての介入と提示を行うことができたと考
える。 
 ハノイやホーチミンと比較すると、地方都市
であるフエにはアーティストやアートスペース
は少ない。しかしそれ故に、一般の人たちと積
極的につながっていくことが必要となり、その
ことがアートにとっても新しい展開を生んでい
く可能性となる。また、小川(2016)の調査にもあ
るように、New Space Arts Foundationなど、少ない
ながらも積極的に活動しているスペースもいく
つか存在している。小さい街であるが故に、そ
れぞれが別に活動しつつもつながって展開して
いく面白さがある。また、それらの特徴として、
アート以外にもカフェ、ゲストハウス、バーな
ど、人が自然と集まる仕組みを併設しているこ
とがあげられる。それによって、人や物が有機
的につながっていくことの大いなる可能性を感
じた。 
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要 旨 
ベトナムはフエ市にあるアーティストランスペースThen Cafeより招へいを受けた筆者は、2019年
2月におよそ 1ヶ月間のアーティスト・イン・レジデンスプログラムに参加した。プログラム中に
プロジェクト《コーヒーフロート/TENGUBUCKS Cafe in Hue》を、地域の人たちと協働して実施
した。プロジェクトは、現在のフエを中心としたベトナムの文化・社会状況を主観的に反映した
ものとなった。また、滞在制作を通じて、社会主義体制下での市場経済活動や、ベトナム共産党
による一党独裁体制と文化活動の関係など、複雑な状況下で、若いアーティストや文化活動従事
者らが国内外と有機的につながりサヴァイヴァルしていくことで展開していく今後の可能性を感
じた。 
 
キーワード :アーティスト・イン・レジデンス，現代美術，参加型作品，ベトナム 
